
権
国
家
」
と

の
再
編

早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
大
学
院

公
共
経
営
研
究
科
教
授

片

木
　
淳

は
じ
め
に

昨
年
夏

の
総
選
挙

に
お
け
る
民
主
党

マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
は
、
鳩

山
政
権
構
想

の

五
原
則

の

一
つ
と

し

て

「
中
央
集
権

か
ら
、
地
域
主
糖

へ
」
を
掲
げ

る
と
と
も

に
、
そ

の

「
政
策
各

論
」

に
お

い
て

「
明
治
維
新
以
来
続

い
た
中
央
集
権
体
制

を
抜
本
的

に
改

め
、
『地
域
主
権

国
家
』

へ
と
転
換
す

る
」

こ
と
を
公
約

し
た
。

こ
れ

に
基
づ
き
、

同
年

九

月

一
六

日

に
発
足

し
た
鳩

山
新
内

閣
は
、
「
本
当

の
国
民
主
権

の
実
現
」
と

「
内
容

の
と
も
な

っ
た
地
域
主
権
」
を
基
本
方
針

の

二

つ
の
柱

と

し
、
「
地
域

の
住
民

一
人

ひ
と
り

が
自

ら
考
え

、
主

体
的

に
行
動

し
、
そ

の
行
動
と
選
択

に
責
任
も
負
う

『地
域
主
権
』

へ
と
、

こ

の
国

の
あ
り

方
を
、
大
き
く
転
換

し

て

い
く
」
と
表
明

し
た
。

つ
づ

い
て
、　
一
一
月

一
七

日

に
は
、
「
地
域

の
こ
と

は
地
域

に
住

む
住

民

が

決

め

る

『地
域
主
権
』

を
早
期

に
確
立

す

る
観
点

か
ら
、

『地
域
主
権
』

に
資

す
る
改
革
に
関
す
る
施
策
を
検
討
し
、
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
改
革

推
進
委
員
会
の
勧
告
を
踏
ま
え
た
施
策
を
実
施
す
る
」
た
め
、
総
理
を
議
長
と

す
る
地
域
主
権
戦
略
会
議
を
内
閣
府
に
設
置
し
、　
〓
一月
一
四
日
の
第
一
回
会

合
で
は
、
原
口
総
務
大
臣
が
地
域
主
権
戦
略
の
工
程
表

（案
）
を
提
出
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
民
主
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
公
約
し
た

「地
域
主
権
」
を
実

現
す
る
た
め
の
態
勢
は
、　
一
応
鴻
山
新
政
権
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
肝
心
の
中
身
で
あ
る

「地
域
主
権
国
家
」
と
は
何
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
確
に
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
抽
象

的
か
つ
曖
味
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
来
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
明
ら
か

に
す
べ
き
で
あ
っ
た

「地
域
主
権
国
家
」
の
基
本
的
な
理
念
と
具
体
的
な
内
容

を
早
急
に
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
「地
域
主
権
国
家
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
自

治
組
織
を
含
む

「地
方
政
府
の
再
編
」
の
観
点
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た

い
。な

お
、
「地
域
主
権
」
に
関
し
て
は
、
「地
方
政
府
の
再
編
」
以
外
に
も
、
自

治
立
法
権
を
担
う
地
方
議
会
の
改
革
、
国
・
地
方
財
政
の
再
建
と
自
治
財
政
権

の
確
立
等
の
観
点
か
ら
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
別
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
ぃ
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

Ｖ一
１

一
「主
権
」
概
念
と
地
方
政
府

ま
ず
、
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
い
う

「地
域
主
権
」
の
「主
権
」
に
つ
い
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て
で
あ
る
。

か
つ
て
、
主
権

（統
治
権
）
は

「国
」
に
の
み
帰
属
す
る
単
一
・
不
可
分
の

権
利
で
あ
る
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
も
国
の
統
治
権
に
由
来
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
た

（伝
来
説
）。

し
か
し
、
小
滝
敏
之
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
こ
の
主
権
の
概
念
は
、
西
欧
に

お
け
る
近
代
国
家
の
形
成
過
程
の
中
で
、
地
方
権
力
を
征
服
、
統
合
し
て
い
っ

た
絶
対
主
義
体
制
が
自
ら
を
正
当
化
す
る
理
論
的
装
置
と
し
て
編
み
出
し
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
地
方
自
治
は
主
権
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
伝
来
説
の
歴
史
的
背
景
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。　
一
七
九
一
年
フ
ラ
ン
ス

憲
法
も
、
こ
れ
を
踏
襲
し
、「国
民
主
権
」
を
基
本
原
理
と
し
て
採
用
し
た
。
「国

民
主
権
」
の
原
理
の
下
で
は
、
抽
象
的
で
観
念
的
な

「国
民
」
の
み
が
単
一
・

不
可
分
の
統
治
権
を
持
つ
と
み
な
さ
れ
、
個
々
の
国
民
は
主
権
を
分
有
せ
ず
、

「地
方
団
体
」
に
も
固
有
の

「自
治
立
法
権
」、
「自
治
行
政
権
」
等
は
認
め
ら

れ
な
い
セ

こ
れ
に
対
し
て
、
歴
史
的
発
展
の
過
程
が
異
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

は
、
地
方
団
体
は
伝
統
的
に

「地
方
政
府
」
と
し
て
の
独
自
の
統
治
権
を
認
め

ら
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
中
世
封
建
制
の
歴
史
が
な
か
っ
た
た

め
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
の

「国
民
主
権
」
と
は
異
な
る

「人
民
主
権
」
の
原
理
に

基
づ
い
た
分
権
的
な
連
邦
国
家
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
「人
民
主
権
」
原
理
の

下
で
は
、
各
市
民
・
住
民
が
統
治
権
を
分
有
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
結
果
、

ア
メ
リ
カ
は
世
界
で
最
も
進
ん
だ

「地
方
自
治
」、
「住
民
自
治
」
が
営
ま
れ
る

国
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
唱

地
方
自
治
の
根
拠
を
巡
つ
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
自
治
権
は
国
家
の
統
治
権

に
出
来
す
る
と
す
る
伝
来
説
と
自
治
体
の
固
有
の
権
利
で
あ
る
と
す
る

「固
有

権
説
」
と
の
対
立
が
あ
り
、
前
者
を
前
提
と
す
る

「制
度
的
保
障
説
」
が
通
説

と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
地
方
自
治
の
根
拠
を
直
接
、
日
本
国

憲
法
の

「人
民
主
権
」
原
理
に
求
め
（
自
治
体
の
自
主
立
法
権
も
自
主
行
政
権

も
、
国

（中
央
政
府
）
と
並
列
的
に
、
憲
法
に
よ
り
直
接
地
方
団
体
に
与
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
昭

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
す
で
に
政
府
の
国
会
答
弁
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て

お
り
、
平
成
八
年
一
二
月
六
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時
の
内

閣
法
制
局
長
官
は
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
と
し
て
、
「行
政
」
の
す
べ
て
が
内

閣
に
属
す
る
の
で
は
な
く
、
「地
方
公
共
団
体
に
属
す
る
地
方
行
政
執
行
権
を

除
い
た
意
味
に
お
け
る
行
政
」
が
内
閣
に
属
す
る
旨
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
唱

民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
い
う

「地
域
主
権
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
と

し
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
「地
域
」
が
こ
の
よ
う
な

「人
民
主
権
」
原
理
に

立
っ
て
、
主
権
を
分
有
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「地
域
」
概
念
と
地
方
政
府

つ
ぎ

に
、
「
地
域
主
権
」

の

「
地
域
」

に

つ
い
て
で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、
「
地

域
」
を

さ
し
あ
た
り
四
種

に
分
類

し
、
①

Ｅ
Ｕ
主
要
国

の
州

に
相
当
す

る

「
リ

ー
ジ

ョ
ン
の
地
域

」
、
②

そ
れ
よ
り
狭

い
、

わ

が
国

の
都
道
府

県
を

イ

メ
ー
ジ

す

る
よ
う

な

「
広
域

的
な
地
域

」
、
③

そ

れ
よ
り
も
狭

く
、

し
た

が

っ
て
住

民

に
よ
り

近

い
、

わ

が
国

の
市

町
村

を

イ

メ
ー
ジ
す

る
よ
う

な

「
基

礎

的

な

地

域
」
、
④

最
も
住
民

に
近

い

「
近
隣

の
地
域
」
と
呼

ぶ
こ
と
と
す

る

（図
）
。

そ

こ
で
問
題
と
な

る

の
は
、
民
主
党

の

マ
ニ
フ

ェ
ス
ト

の

「
地
域
主
権
」

の

2



「
地
域
」

と

は
、

こ
れ
ら

の
地
域

の
う

ち
、

ど

れ
を
指

す

の
か
と

い
う

こ
と

で

あ

る
。

た
と
え
ば
、
「リ
ー
ジ
ヨ
ン
の
地
域
」
と
し
て
、
道
州
制
に
つ
い
て
は
ど
う
　
６

考
え
る
の
か
。
平
成
一
七
年
総
選
挙
時
の
同
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
道
州
制

の
制
度
整
備
が
謳
わ
れ
て
い
た
が
、
平
成
一
九
年
の
参
議
院
選
挙
以
来
、
こ
の

記
述
が
消
え
て
い
る
。
道
州
制
の
導
入
に
熱
心
な
自
民
党
に
対
す
る
選
挙
戦
術

か
ら
あ
え
て
削
除
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
音
は
違
う
の
か
。
そ
れ
と
も
、
小
沢

一
郎
幹
事
長
の
か
つ
て
の
構
想
ｏ
の
よ
う
に
、
地
方
政
府
の
階
層
と
し
て
、
③

の

「基
礎
的
な
地
域
」
の
み
を
対
象
と
し
、
三
〇
〇
の
市
か
ら
な
る
一
層
制
の

「地
域
主
権
国
家
」
を
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
「広
域
的
な
地
域
」
と
し
て

の
都
道
府
県
は
ど
う
す
る
の
か
、
大
都
市
制
度
を
含
む
今
後
の
市
町
村
の
あ
り

方
は
ど
う
か
、
地
域
自
治
組
織
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
は
今
後
と
も
推
進
し
て

い
く
の
か
、
と
い
つ
た
点
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
地
方
自
治
体
は
、
憲
法
の

「人
民
主
権
」
原
理

に
基
づ
き
、
住
民
か
ら
直
接
信
託
さ
れ
た
統
治
権
を
担
う

「地
方
政
府
」
で
あ

る
。
平
成

一
九
年
四
月
、
第
二
期
分
権
改
革
を
め
ざ
し
て
発
足
し
た
地
方
分
権

改
革
推
進
委
員
会
も
、
同
年
五
月
に
ま
と
め
た
「基
本
的
な
考
え
方
」
の
中
で
、

「地
方
分
権
改
革
に
お
い
て
は
、
『自
己
決
定

・
自
己
責
任
』
、
『受
益
と
負
担
の

明
確
化
』
に
よ
り

『地
方
を
主
役
に
』
の
確
立
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
『地

方
が
主
役
』
と
は
、
地
方
が
総
体
と
し
て
国
か
ら
自
立
す
る
と
と
も
に
、
各
地

域
が
相
互
に
連
帝
し
つ
つ
個
々
に
自
立
す
る
姿
で
あ
る
。
条
例
制
定
権
を
拡
大

し
て
、
首
長
・
議
会
を
本
来
あ
る
べ
き
政
策
決
定
機
関
に
変
え
、
自
主
経
営
を

貫
き
、
地
方
が
主
役
と
な
る
」
と
し
、
そ
の
上
で
、
「地
方
が
主
役
の
国
づ
く

り
を
実
現
す
る
に
は
、
自
治
行
政
権
、
自
治
財
政
権
、
自
治
立
法
権
を
十
分
に

具
備
し
た
地
方
政
府
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

(図)「 地域」と地方政府
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そ
の
後
、
同
委
員
会
は
昨
年

一
一
月
ま
で
に
第

一
次
か
ら
第
四
次
に
わ
た
る

勧
告
を
容
申
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
勧
告
に
一
貫
し
て
い
た
考
え
方
は
、
自
治
行

政
権
、
自
治
立
法
権
、
自
治
財
政
権
を
有
す
る

「地
方
政
府
」
の
確
立
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

一
３

一
諸
外
国
に
お
け
な
地
方
政
府
の
再
編

わ
が
国
の

「地
方
政
府
」
は
、
現
状
で
は
都
道
府
県
と
市
町
村
の
二
層
で
あ

る
が
、
欧
米
主
要
国
の

「地
方
政
府
」
の
階
層
と
し
て
は
、
前
述
の

「地
域
」

の
区
分
に
対
応
し
て
、
①
州
等
の

「
リ
ー
ジ
ョ
ン
政
府
」、
②
そ
れ
よ
り
狭
い

地
域
の

「広
域
政
府
」、
③
さ
ら
に
住
民
に
近
い

「基
礎
政
府
」
の
三
層
の
と

こ
ろ
が
多
く
、
さ
ら
に
、
④
最
も
住
民
に
近
い

「近
隣
政
府
」
を
有
す
る
と
こ

ろ
も
あ
る
竹
（図
）。

イ
ギ
リ
ス
に
は
、　
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
デ
ボ
ル
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
「リ

ー
ジ
ョ
ン
政
府
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
三
つ
の
地
域

（カ
ン
ト
リ
ー
〇
呂
ユ
こヽ

が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
地
域
は
い
ず
れ
も
二
層
制
で
あ
り
、
「基
礎
政
府
」
と

し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
三
二
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
三
二
、
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
で
は
二
六
の
ユ
ニ
タ
リ
Ｉ
Ｃ
ユ
野
瑠
等
を
有
し
て
い
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
四
年
、
九
つ
の
地
域
に
お
い
て
住
民

投
票
を
経
て

「リ
ー
ジ
ョ
ン
政
府
」
を
設
立
す
る
た
め
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た

が
、
「
ノ
ー
ス
・
イ
ー
ス
ト
」
地
域
に
お
け
る
住
民
投
票
が
反
対
多
数
の
結
果

に
終
わ
り
、
こ
こ
数
年
、
進
展
が
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
地
域
は
、
二
七
の
カ
ウ
ン
テ
イ
〇
呂
ｐ
ぞ
と
そ
の
下
の
二
〇
一
の
デ
ィ
ス

ト
リ
ク
ト
∪
一の付～【鼻
か
ら
な
る
二
層
制
の
地
域

（ロ
ン
ド
ン
を
含
む
。
Ｇ
Ｌ
Ａ

と
シ
テ
ィ
ｏ
一雪
及
び
三
二
の
バ
ラ
Ｄ
Ｒ
呂
讐
）
と
、
三
六
の
大
都
市
デ
ィ
ス

ト
リ
ク
ト
又
は
五
六
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
か
ら
な
る
一
層
制
の
地
域
と
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
れ
っ
き
と
し
た

「近
隣
政
府
」
で
あ
る
一
万
以
上

の
パ
リ
ッ
シ
ュ
円
や矛
ず
等
が
あ
る
。
近
年
そ
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
都

市
部
で
も
増
え
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
も
、
州

（ラ
ン
ト
Ｆ
営
ｅ

↓
郡

（ク
ラ
イ
ス
パ
①ヽこ

↓
市
町

村

（ゲ
マ
イ
ン
デ
Ｏ
ｏ日
①【Ｄ
脅
）
の
三
層
制
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
都
市
州

の
ベ
ル
リ
ン
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
一
層
制
、
ブ
レ
ー
メ
ン
お
よ
び
郡
の
権
限
を
あ

わ
せ
持
つ
特
別
市
の
地
域
で
は
、
二
層
制
で
あ
る
。
都
市
州
は
、
「リ
ー
ジ
ョ

ン
政
府
」、
「広
域
政
府
」
お
よ
び

「基
礎
政
府
」
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
ち
、
特

別
市
も
、
後
二
者
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
に
は
、
都
市
内

分
権
と
し
て
公
選
の
議
員
を
有
す
る
近
隣
政
府
的
組
織

「自
治
体
内
下
位
区
分

八
ｏ日
日
富
や下
ｃ
ユ
ｏ縄
汗
滸
置
Ｄ
性

が
存
在
す
る
ぃ
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
州

（レ
ジ
オ
ン
刃
船
【目
）
↓
県

（デ
パ
ル
ト
マ
ン
∪
３
業
す

ヨ
留
じ

↓
市
町
村

（
コ
ミ
ュ
ー
ン
Ｏ
ｏ日
日
α
君
）
の
三
層
制
で
あ
る
。
地
方
制

度
を
抜
本
的
に
改
革
し
た

「
一
九
八
二
年
地
方
分
権
法
」
に
よ
り
、
州
が
地
方

自
治
体
と
認
め
ら
れ
、
幅
広
い
分
野
で
州
に
事
務
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
二
〇
〇
三
年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
、
州
は

「地
方
団
体
」
と
明
記
さ
れ
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
事
務
権
限
・
財
源
の
移
譲
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

際
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
の
伝
統
を
有
し
、
政
治
的
に
強
い
立
場
を
有
す
る
と

い
わ
れ
る

「県
」
は
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
三
層
制
と
な
っ
て
い
る
。
三



万
六
、
○
○
○
余
も
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ミ
ユ
ー
ン
は
、
「基
礎
政
府
」
と
い

う
よ
り
も

「近
隣
政
府
」
と
い
う
べ
き
小
規
模
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
の

「身
近
な
民
主
主
義
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り

人
口
八
万
人
以
上
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
、
近
隣
政
府
的
な
地
区
評
議
会
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
ｏ

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
も
、
詳
細
は
省
略
す
る
が
三
層
制
に
加
え
、
近
隣
政

府
的
な
制
度
を
有
し
て
い
る
ｇ

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
第
二
人
次
地
方
制
度
調
査
会
の
道
州
制
容
申

で
は
、
道
州
が
創
設
さ
れ
て
も
、
そ
の
代
わ
り
に
都
道
府
県
は
廃
止
さ
れ
、
二

層
制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、
中
央
政
府
の
ブ

ロ
ッ
ク
出
先
機
関
に
よ
つ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
見
直
し
た

結
果
、
今
後
は
、
国
で
実
施
す
る
よ
り
も
当
該
地
域
の
住
民
に
よ
つ
て
民
主
主

義
的
に
決
定
、
実
施
す
る
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ

の
地
域
レ
ベ
ル
に
さ
ら
に
も
う
一
段
階
の

「地
方
政
府
」
が
設
立
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
は
次
に
述
べ
る

「補
完
性
の
原
理
」
か
ら
い
つ
て
も
当
然
の
帰
結
で

あ
り
、
最
初
か
ら
二
層
制
に
回
執
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
岬

一
４

一
「補
完
性
の
原
理
」
と
地
方
政
府
の
再
編

「補
完
性
の
原
理
」
は
、
公
共
の
仕
事
は
で
き
る
だ
け
住
民
に
近
い
と
こ
ろ

で
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
理
で
あ
り
、
個
人
や
家
族
が
、
あ

る
い
は
近
隣
の
共
同
体
が
自
ら
解
決
で
き
る
よ
う
な
課
題
に
は
、
市
町
村
は
手

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
。
市
町
村
が
自
分
で
で
き
る
よ
う
な
仕
事
は
都
道
府
県

が
担
当
す
べ
き
で
は
な
い
。
都
道
府
県
自
身
で
で
き
る
よ
う
な
事
務
・
権
限
の

分
野
に
は
、
国
が
容
味
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「公
共
の
決
定
と
そ
の
実
施
」
は
、
「家
族
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
等
個
人
に
よ

り
近
い
レ
ベ
ル
で
優
先
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
多
国
間
条
約
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
地
方
自
治
憲
章

（欧
州
評
議
会
、　
一
九

八
五
年
）
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
各
国
で
は
法
的
拘
束
力
を
持
つ
原
理
と
な
つ

て
い
る

（同
憲
章
§
４
③
）。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
地
方
分
権
推
進
改
革
会
議
の
中
間
報
告

（平
成

一
四

年
六
月
一
七
日
）
で
は
、
「事
務
事
業
を
分
担
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
基
礎
的

な
自
治
体
を
、
つ
い
で
広
域
自
治
体
を
優
先
し
、
広
域
自
治
体
も
担
う
に
適
し

て
い
な
い
事
務
の
み
を
国
が
担
う
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
第
二
七
次
地
方
制

度
調
査
会

「今
後
の
地
方
自
治
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」
（平
成

一
五

年

一
一
月
一
三
日
）
で
も
、
「今
後
の
我
が
国
に
お
け
る
行
政
は
、
国
と
地
方

の
役
割
分
担
に
係
る

『補
完
性
の
原
理
』
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
『基
礎
自
治

外
優
先
の
原
則
』
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」

と
さ
れ
る
な
ど
、
今
日
、
「補
完
性
の
原
理
」
は
、
地
方
自
治
の
重
要
な
原
理

の
一
つ
と
し
て
定
着
を
見
て
い
る
と
い
え
る
。

し
た
が
つ
て
、
こ
の

「補
完
性
の
原
理
」
に
し
た
が
え
ば
、
「公
共
の
決
定

と
そ
の
実
施
」
を
担
当
す
る

「地
方
政
府
」
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
市
民

に
近
い
、
し
た
が
つ
て
小
規
模
な
も
の
を
優
先
し
て
制
度
構
築
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
？

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
自
治
組
織

そ
こ
で
、
ま
ず
、
住
民
に
最
も
近
い
地
域
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
の
住
民
に
よ
る
地

5



地方分権の新展開

域
自
治
組
織
を
設
け
、
こ
れ
に
対
し
て
権
限
・
財
源
が
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「小
さ
な
自
治
」
へ
の
対
応
の
課
題
で
あ
る
。

平
成

一
六
年
、
「市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
と
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
の
住
民
の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
行
政
と
住
民

と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
東
口併
特
例
区
」
と

「地
域
自

治
区
」
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
平
成
二
一
年
六
月
一
六
日
の
第
二

九
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
は
、
電
小
さ
な
自
治
』
へ
の
対
応
」
と
し
て
、

住
民
自
治
や
住
民
と
行
政
と
の
協
働
は
地
域
の
自
主
的
か
つ
多
様
な
取
組
を
基

本
と
し
て
展
開
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
地
域

自
治
区
の
一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
し
た

（た
だ
し
、
具
体
の
提
言
は
、

市
町
村
の
一
部
の
区
域
を
単
位
と
す
る
地
域
自
治
区
の
設
置
の
検
討
と
、
地
域

協
議
会
の
構
成
員
の
公
選
に
よ
る
選
任
の

「慎
重
な
検
討
」
に
と
ど
ま
っ
た
）。

つ
い
で
、
同
年
八
月
二
八
日
、
総
務
省
の

「新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究
会
」
の
報
告
書
で
は
、
市
町
村
合
併
の
進
展
等
に
よ
る
様
々

な
懸
念

（住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
等
）、
地
方
の
厳
し
い
財
政
状
況
と

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
住
民
の
負
担
能
力
の
制
約
、
「公
共
」

の
守
備
範
囲
の
拡
大
を
指
摘
し
、
今
後
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
と
な
り

得
る
意
欲
と
能
力
を
備
え
た
多
様
な
主
体
が
力
強
く

「公
共
」
を
担
う
仕
組
み

や
、
行
政
と
住
民
が
相
互
に
連
携
し
、
と
も
に
担
い
手
と
な
っ
て
地
域
の
潜
在

力
を
十
分
に
発
揮
し
、
地
域
力
を
創
造
す
る
新
し
い
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

し
た
。
そ
し
て
、
「新
し
い
公
共
空
間
」
の
形
成
と
地
域
の
多
様
な
力
を
結
集

し
た
地
域
力
の
創
造
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
等
と
し
て
、
新
し
い
地
域
協
働

の
仕
組
み
―

「地
域
協
働
体
」
を
提
言
し
た
。

具
体
的
に
は
、
地
域
に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
核
と
な
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等
地
域
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
総

合
的
、
包
括
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
組
織
の
構
築
で
あ
り
、
自
治
会
や
町
内

会
な
ど
の
代
表
者
や
推
薦
者
を

「地
域
協
働
体
」
の
メ
ン
バ
ー
と
す
る
こ
と
や

地
縁
団
体
そ
れ
自
体
が

「地
域
協
働
体
」
に
相
当
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
も
想

定
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と

「地
域
協
働
体
」
の
活
動
テ
ー
マ
ご
と
に
設
け
ら
れ
た

部
門
等
の
活
動
で
連
携
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
と
と
も
に
、
「地
域
協
働
体
」

の
立
ち
上
げ
と
並
行
し
て
、
地
域
自
治
区
を
設
置
し
、
地
域
協
議
会
と

「地
域

協
働
体
」
の
メ
ン
バ
ー
を
重
複
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
「地
域
協
働
体
」

と
行
政
が
有
機
的
に
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の

「合
併
特
例
区
」
と

「地
域
自
治
区
」
等
の
地
域
自

治
組
織
も
、
前
述
の

「近
隣
政
府
」
の
萌
芽
的
な
形
態
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
そ
し
て
、
「近
隣
政
府
」
も
地
方
政
府
で
あ
る
以
上
は
、
自
治
行
政
権
、

自
治
立
法
権
、
自
治
財
政
権
を
有
す
る
こ
と
が
究
極
の
姿
と
い
え
よ
う
。
そ
の

際
、
特
に
、
自
治
立
法
権
を
担
う
住
民
代
表
か
ら
な
る
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
、
自
治
財
政
権
の
中
核
を
な
す
十
分
な
自
主
課
税
権
を
持
つ
こ
と
が

要
と
な
る
。

こ
の
点
、
平
成

一
八
年
、
地
域
協
議
会
の
委
員
の
選
任
に

「公
募
公
選
制
」

を
全
国
で
初
め
て
導
入
し
た
上
越
市
の
取
組
と
市
民
税
均
等
割
の
超
過
課
税
に

よ
り
、
や
は
り
全
国
で
初
め
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
税
を
平
成
二
一
年
か
ら
導

入
し
た
宮
崎
市
の
取
組
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



お
わ
り
に

近
年
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
「住
民
協
働
」
が
課
題
と
さ
れ
、
住
民

自
身
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
公
共
の
仕
事
を
担
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
担
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対

す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
厳
し
い
地
域
格
差
の
時
代
を
生
き
抜

く
上
で
、
個
々
の
住
民
や
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
協
働
し
な
が
ら
地
域
課
題

を
解
決
し
て
い
く

「地
域
力
」
を
醸
成
し
、
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
つ
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
維
持
、
発
展
と
と
も
に

住
民
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
最
も
近
い
近
隣
政
府
的
な
制
度
で
あ
る
地
域
自

治
組
織
の
拡
充
強
化
が
重
要
な
課
題
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
　
・

今
後
、
「地
域
の
こ
と
は
地
域
に
住
む
住
民
が
決
め
る

『地
域
主
権
と

を
実

現
し
、
わ
が
国
の
構
造
を

「地
域
主
権
国
家
」
へ
転
換
し
て
い
く
た
め
に
は
、

道
州
制
の
検
討
や
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
の
地
方
政
府
と
し
て
の
確
立
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
自
治
組
織
の
拡

充
強
化
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

拙
著

「住
民
自
治
と
地
方
議
会
―
直
接
民
主
主
義
と
議
会
基
本
条
例
―
」
『月
刊

自
治
フ
オ
ー
ラ
ム
』
二
〇
〇
九
年

一
〇
月
号
。
同

「地
方
分
権
改
革
と
財
政
制
約

―
地
方
政
府
の
任
務
に
応
じ
た
財
源
保
障
―
」
坪
郷
賃

・
ゲ
ジ
ー
ネ

・
フ
ォ
リ
ャ
ン

テ
ィ

＝

ヨ
ー

ス
ト

・
縣
公

一
郎
編

『分
権
と
自
治
体
再
構
築
―
行
政
効
率
化
と
市
民

参
加
―
』
法
律
文
化
社
、

二
〇
〇
九
年
。

の
　
小
滝
敏

之

『地
方
自
治

の
歴
史
と
概
念
』

公
人
社
、

二
〇
〇
五
年
、　
〓

一七
～

一

二
人

ペ
ー
ジ
。

０
　
同
前
、　
〓

一人
～

一
二
九

ペ
ー
ジ
。

の
　
杉
浦
泰
雄

『地
方
自
治

の
憲
法
論
』

動
車
書
房
、

二
①
Ｏ
二
年
、　
一
四
人

ペ
ー
ジ

以
下
。
幸

田
雅
治

・
安
合
潤
司

・
生
沼
裕

『政
策
法
務

の
基
礎
知
識
』
第

一
法

規
、

二
①
Ｏ
四
年
、

ニ
ペ
ー
ジ
。

０

　

一
九
九

六
年

一
二
月
六
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会

に
お
け
る
菅
直
人
議
員

の
質
問

に
対
す

る
大
森
内

閣
法
制
局
長
官
答
弁
。

！　
小
沢
一
部

『日
本
改
造
計
画
』
講
談
社
、　
一
九
九
三
年
。

一　
抽
著

「三
位

一
体
改
革
と
道
州
制

―
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
的
潮
流
の
中

で
―
」
雑
誌

『公
営
企
業
』
二
〇
〇
四
年

一
一
月
号
、
マ
イ
ケ
ル
・
キ
‐
テ
イ
ン
グ

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
主
主
義
諸
国
に
お
け
る
分
権
化
傾
向
」
出
田
二
郎

・
山
崎
幹
根

・

遠
藤
乾
編

『グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
地
方
ガ
ヴ
ア
ナ
ン
ス
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三

年
。

０
　
日
本
都
市

セ

ン
タ
ー

『英
独
仏

に
お
け
る

「
近
隣
政
府
」
と
日
本

の
近
隣
自
治
』

二
〇
〇
四
年
、
九
九

ペ
ー
ジ
。

０
　
自
治
体
国
際
化
協
会

『
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
自
治
』

二
〇
〇
二
年
、
四

ペ
ー
ジ
。

⑩
　
拙
著

「
『地
方
政
府
』
再
編
と
道
州
制
」

『自
治
研
究
』

二
Ｏ
①
八
年
三
月
号
。

ω
　
詳
し
く
は
、
前
掲
注
⑩
参
照
。

の
　
ユ副
掲
注
⑩
。

(1),i

(7)  (6)
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